
技術設備

心

最高の

最前線医療を行く

障
害
を
持
た
れ
た
方
の
心

の
状
態
も
把
握
し
、
仕
事

や
遊
び
、
家
族
と
の
団
欒

な
ど
、
そ
の
人
ら
し
い
生

き
方
を
共
に
考
え
た
療
法

の
提
供
を
し
ま
す
。

vol.19

最 前
メディカル

線

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
か
せ
な
い
「
こ
と
ば
」
や
、

生
き
る
楽
し
み
の
一
つ
「
食
べ
る
」
機
能
に
障
害
を

持
っ
た
方
に
、
心
理
面
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
り
な
が

ら
症
状
に
合
っ
た
機
能
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

気
や
け
が
、
高
齢
化
な
ど
で
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
も
、
治
療
や
機
能
回
復
訓
練
な
ど

で
、
再
び
日
常
生
活
を
営
み
、
心
身
共
に
社
会
生
活
に
復
帰
で
き
る
よ
う
な
”再
生
“
と
も

言
う
べ
き
回
復
療
法
＝
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
プ
ロ
集
団
・
西
の
京
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
た
。

病

カラダとこころ一体の機能回復でＱＯＬ（日常生活の質）向上
－専門家がチーム一丸となって連携プレー！－

リハビリテーションセンター

た
は
代
償
機
能
の
獲
得
で
生
活
の
基
盤
を
確
立
。

　

作
業
活
動
を
用
い
て
、

病
気
や
け
が
で
生
じ
た

障
害
の
回
復
や
、
残
さ

れ
た
能
力
を
活
用
し
、

そ
の
人
ら
し
い
日
常
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
治

療
を
行
う
。

　

音
声
・
言
語
・
聴
覚
・
嚥
下

機
能
の
ど
こ
に
ど
ん
な
障
害

が
あ
る
の
か

を
検
査
し
、回

復
・
維
持
を
図

る
練
習
・
指
導
。

　

寝
返
る
、
起
き
上
が
っ
て
歩
く
な
ど
の
基
本

動
作
機
能
の
回
復
（
理
学
療
法
）、食
事
・
入
浴
・

排
泄
な
ど
の
日
常
動
作
お
よ
び
手
工
芸
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
実
用
的
な
諸
活
動
の
実
現
（
作
業
療

法
）、話
す
、
食
べ
る
な
ど
の
音
声
・
言
語
機
能

お
よ
び
嚥
下
機
能
の
回
復
（
言
語
聴
覚
療
法
）
な

ど
を
目
指
す
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、各
科

医
師
の
診
断
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
専
任
医
の

診
察
・
指
示
の
下
、患
者
一

人
ひ
と
り
の
身
体
的
精
神

的
状
況
に
沿
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

で
、多
種
多
様
な
機
器
・
設

備
も
利
用
し
な
が
ら
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
理
学
療
法
士
24

人
、
作
業
療
法
士
5
人
、
言
語
聴
覚
士
６
人
に

ア
シ
ス
タ
ン
ト
４
人
と
、
総
勢
40
人
体
制
。
一

人
の
患
者
に
対
し
、
全
員
が
情
報
を
共
有
し
、

連
携
し
た
治
療
・
訓
練
を
実
施
。

　

運
動
療
法
・
動
作
練
習
・
物

理
療
法
（
熱
・
光
・
電
気
・
水
エ

ネ
ル
ギ
ー
）
な
ど
に
よ
る
基
本

的
動
作
能
力
の
回
復
・
維
持
、ま
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を行っていますが、障害名は同じでも個々の身体状況と

必要な動作は異なるので、一人ひとりに即した療法を、
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だ
ん
ら
ん

リハビリや運動に欠かせないモチベーショ

ン（意欲）を持続するためには達成感が大

切です。そのために、運動がうまくできた

ことや運動の効果を実感（成功体験）して

もらえるように声掛けしています。

自
宅
で
の
運
動
を
長
く
続
け
る

に
は
、
普
段
の
動
作
に
運
動
の

要
素
を
組
み
込
む
こ
と
で
す
。

例
え
ば
ト
イ
レ
で
の
立
ち
上
が

り
運
動
や
キ
ッ
チ
ン
で
の
立
ち

仕
事
で
爪
先
立
ち
（
各
5
回
）

な
ど
で
す
。

私たちと一緒にがんばりましょう♪私たちと一緒にがんばりましょう♪

↑利き手交換訓練
福祉用具や自助具を
使用して小さなもの
をつまんで移動

カルテの整理中／情報を共有して一人ひとり
に即したメニューのリハビリテーションを目指す

↑関節可動域訓練、
　筋力増強訓練の様子

↑階段昇降訓練

食事の自助具

同
院
の
広
報
誌
﹃
め
び
う
す
﹄

で
も
日
常
に
取
り
入
れ
た
い

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
︵
セ

ン
タ
ー
で
の
指
導
内
容
と
同

じ
も
の
︶
を
紹
介
♪

個
々
に
即
し
た
生
活
リ
ハ
ビ
リ

メ
ニ
ュ
ー
を
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で

理
学
療
法（

P.T./Physical T
herapy）

寝
返
る
・
座
る･

立
ち
上
が
る
・
歩
く
を
ス
ム
ー
ズ
に

（
O
.T．/O

ccupational T
herapy）

作
業
療
法

食
事･

入
浴
・
排
泄
か
ら
趣
味･

仕
事
ま
で

そ
の
人
ら
し
い
日
常
を

（
S.T.／

Speech and 
　
　
Language T

herapy）

言
語
聴
覚
療
法

話
す
・
食
べ
る
楽
し
み
を

歩行の動作を解析する３次元動作解析装置や
下肢荷重計・体組成計など、最新機器も備える

失
語
症
･

高
次
脳
機
能
障
害
・

音
声
障
害
・
構
音
障
害
の
リ

ハ
ビ
リ
風
景

アイス棒による
口腔内刺激ケア

↑バランス訓練
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